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入 

所 

式 

桜
の
花
の
咲
き
誇
る
４
月
の
良
き
一
日
。
４
月
３
日
（
月
）
に
川
口
太
陽
の

家
の
入
所
式
が
行
わ
れ
、
今
年
も
１
名
の
新
メ
ン
バ
ー
を
加
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。 

今
年
度
入
所
さ
れ
る
の
は
、
小
南
菓
音
（
か
の
ん
）
さ
ん
。「
お
菓
子
の
音
」

と
い
う
名
が
体
を
表
す
よ
う
に
、
く
り
く
り
と
し
た
表
情
が
素
敵
な
、
ど
こ
か

可
愛
ら
し
さ
も
感
じ
ら
れ
る
女
性
で
す
。
入
所
式
の
会
場
も
ピ
ン
ク
の
装
飾

で
飾
ら
れ
、
菓
音
さ
ん
を
迎
え
る
に
ぴ
っ
た
り
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い

ま
し
た
。 

今
年
度
新
し
く
施
設
長
に
就
任
し
た
黒
田
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
菓
音
さ
ん

は
初
め
て
迎
え
る
新
メ
ン
バ
ー
と
い
う
こ
と
で
と
て
も
印
象
的
だ
と
語
り
ま

す
。
仲
間
た
ち
も
代
表
が
訪
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
心
の
こ
も
っ
た
お
祝
い
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
皆
の
言
葉
に
と
き
ど
き
「
は
い
」
と
答
え
る
菓
音
さ
ん
。
そ
の
や

り
と
り
が
微
笑
ま
し
く
、
終
始
に
こ
や
か
な
笑
顔
に
包
ま
れ
た
入
所
式
で
し

た
。 「

菓
音
時
間
」
と
呼
ん
で
い
る
、
彼
女
自
身
の
ペ
ー
ス
を
施
設
は
受
け
入
れ

て
く
れ
る
か
ど
う
か
、
ご
家
族
は
と
て
も
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ゆ
っ
た
り

と
彼
女
自
身
の
ペ
ー
ス
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
一
歩
一
歩
、
学
生
か
ら
社
会
人

へ
と
歩
み
を
進
め
て
も
ら
え
た
ら
と
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。（
仙
田
竜
大
） 
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新

人

職

員

紹

介 

◆
柿
沼
透 

今
年
度
か
ら
川
口
太
陽
の
家
で
お
世

話
に
な
り
ま
す
、
柿
沼
で
す
。
昨
年
度
ま

で
は
オ
レ
ン
ヂ
ホ
ー
ム
で
お
世
話
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
新
し
い
環
境
で
す
ご

く
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
は
仕
事
を
通
じ
て
仲
間
た
ち
と
関
わ

り
を
も
っ
て
い
け
る
こ
と
に
ワ
ク
ワ
ク

も
し
て
い
ま
す
。
分
か
ら
な
い
こ
と
だ

ら
け
で
す
が
、
川
口
太
陽
の
一
員
と
し

て
み
な
さ
ん
に
認
め
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、
一
日
一
日
を
大
事
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

◆
鳥
原
奈
奈
子 

４
月
か
ら
ア
ト
リ
エ
輪
に
配
属

に
な
り
ま
し
た
、
鳥
原
菜
菜
子
で

す
。
以
前
は
２
年
間
オ
レ
ン
ジ
ホ

ー
ム
職
員
と
し
て
働
い
て
い
ま
し

た
。
ア
ト
リ
エ
輪
の
仲
間
達
は
い

つ
も
優
し
い
笑
顔
で
声
を
掛
け
て

く
れ
る
の
で
私
も
嬉
し
く
、
安
心

し
て
仕
事
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま

す
。
今
ま
で
の
生
活
の
場
で
働
い

て
い
た
か
ら
こ
そ
理
解
出
来
る
事

も
沢
山
あ
る
と
思
う
の
で
、
そ
れ

を
日
中
活
動
の
場
で
活
か
す
こ
と

が
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

◆
熊
木
峻
佳 

４
月
よ
り
オ
レ
ン
ヂ
ホ
ー
ム

に
て
配
属
に
な
り
ま
し
た
、
熊

木
峻
佳
で
す
。
以
前
は
ガ
ス
会

社
に
て
勤
務
し
て
い
た
た
め
、

福
祉
と
い
う
業
界
は
全
く
馴
染

が
な
く
今
ま
で
の
常
識
が
通
用

し
な
い
こ
と
や
新
し
い
こ
と
で

日
々
驚
く
こ
と
ば
か
り
で
す
。 

仲
間
と
、
一
緒
に
働
く
皆
様

の
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
様

努
め
て
い
き
た
い
の
で
、
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

◆
富
崎
貴
士 

初
め
ま
し
て
、
４
月
よ
り
め

ー
べ
班
に
配
属
と
な
り
ま
し
た

富
崎
貴
士
で
す
。
以
前
は
学
童

保
育
（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）
で

働
い
て
い
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

わ
か
ら
な
い
事
ば
か
り
で
す
が

仲
間
た
ち
に
教
え
て
も
ら
い
な

が
ら
日
々
勉
強
し
て
い
ま
す
。

も
っ
と
仲
間
の
み
ん
な
と
仲
良

く
な
っ
て
一
緒
に
楽
し
く
過
ご

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
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今年度から参加します。あおぞら班の小川恭

介です。仲間も職員も、それぞれの責任をいき

いきと果たせるよう、支えていきたいと思いま

す。（あおぞら：小川） 

青年隊に仲間入りしました！太陽は 6年目で

すが、青年隊は新人です。頼りになる先輩の仲

間・職員と一緒に頑張っていきますのでよろし

くお願いします～！！（めーべ：矢野）  

 仲間、職員の方々ともに頑張ります。よろし

くお願いします。（きらと：沖山） 

 

アトリエ輪となり３年目がスタートしました。仲間の顔ぶれは 

変わらず、職員１名が入れ替わり、新たに鳥原さんが加わりまし 

た。今年度も、「絵を頑張りたい」「大きな作品をつくりたい」 

「ぼやきを頑張りたい。ネタが無い時は仲間からアドバイスをも 

らえると嬉しい」「仕事以外でも楽しいことをしていきたい」な 

ど今年度に対して仲間からの頼もしい声が聞こえています。そし 

て早速、４月に外部の展覧会できらっとの仲間の作品が展示され 

るなど嬉しいことが続いています。このように仲間の作品がたくさ 

んの方々に観てもらえる機会があると仲間たちにとっても大きな励 

みとなり、さらなる自信や意欲へと繋がっていきます。昨年度、大切にしてきたことを継続しながら、 

また一歩成長できる年にしていきたいと思いますので、今年度も皆様のご協力ほど宜しくお願いします。（赤羽） 

きらっと 

あおぞら 

 

 

4 月 2 日（日）に川口北ロータリークラブ様からお花見に招

待されました。この 10年くらい、毎年の恒例行事として招待を

受けています。場所は市内の上谷村運動広場内で川口北ロータ

リークラブ様が毎年桜の木を植樹している場所です。当日はお

花見にはちょうどよい天気で、私たちが到着するとすぐにカレ

ーライスやお菓子、飲み物などをたくさんいただき、みんなお

腹がいっぱいになり、まさに花より団子です。最後にはお土産

もいただき、まさに「至れり尽くせり」な一日でした。本当に

ありがとうございました。（野崎） 

オレンヂホーム 青年隊 

４月、新年度が始まりました。施設長となっ

た黒田さんがあおぞら班から抜け、新たに小川

恭介さんという職員をあおぞらに迎えました。

３月まではめーべ班にいたので、仲間たちも全

体会などで会って知っていましたが、あおぞら

に入り一緒に仕事をするということで、今まで

とは違うまた新鮮な雰囲気です。 

（園部） 
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授産報告（４月） 

＜収入＞                   ＜支出＞ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

種目 金額 摘要 

ウエス 34,000      

織り 34,000     

絵画 39,615  

詩 0  

古本・古着 200  

粘土製品  0  

ステンドグラス 28,714  

ダンボール作品     0  

和紙・木工 0  

牛乳パック 14,900  

その他 10,000  

給与の為、通帳から

の繰入 

82,757  

前月からの繰入 0  

合計 244,186  

項目 金額 摘要 

賃金 238,768  

賞与 0  

材料費 5,418  

経費 0  

その他 0  

通帳への繰入 0  

作品展準備金 0  

合計 244,186  

～今月の新作～ 
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小南菓音（じゅうに） 

 



４ 月予定表 

  施設 法人・後援会   施設 法人・後援会 

1 土   17 月   

2 日   18 火   

3 月 入所式（小南さん）  19 水   

4 火 新年度開始  20 木   

5 水   21 金   

6 木   22 土   

7 金   23 日   

8 土   24 月   

9 日   25 火 家族会  

10 月   26 水  東浦和駅頭募金 

11 火   27 木   

12 水   28 金 PM 職員会議  

13 木   29 土   

14 金 PM 職員会議  30 日   

15 土 休み      

16 日         

 

 

今年度より川口太陽の家の所長になるこ

とになりました黒田です。副施設長として

1 年間、あおぞら班と兼務をしていました

が、長年、川口太陽の家の施設長を務めてこ

られた松本さんから引き継ぎ形となり、急

な人事に戸惑っている毎日です。 

簡単に私の自己紹介を少し・・自分は

1999年 4月より、みぬま福祉会に入職し 18

年が経ちます。最初は川口太陽の家でコス

モス商会の担当となり、今井さんや岩崎さ

ん、足立さん達と一緒に協同病院で古本を

販売し、一泊旅行では山登りにも挑戦しま

した。その後、ウエス班に異動して、障害の

重い仲間たちとウエス作業を通して、実践

を勉強させてもらい、2002 年 10 月より、

その時のウエス班の仲間 8 名と一緒に蓮田

太陽の里大地に異動し、身体障害の仲間た

ちと一緒に過ごし、2011年 4月から川口太

陽の家に戻る形で異動し、あおぞら班でス

テンドグラスの作品を毎日楽しく制作して

おりました。 

思い起こせば、太陽の家との出会いは大

学時代の山登りのボランティアがきっかけ

で、あれから 20年近く経ち、これからは施

設長という立場で、仲間たちと一緒に過ご

すことになります。まだまだ慣れない毎日

ですが、みなさん温かく見守ってください。       

（黒田）            

所長より 
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インフォメーション 
＜人事＞ 

・松本哲さん（川口太陽の家施設長）→総合施設長 

・黒田徹さん（川口太陽の家副施設長）→川口太陽の家施設長 

・小野田泰昌さん（じゅうに）→オレンヂホーム 

・早川陽子さん（じゅうに）→オレンヂホーム 

・池沢宏美さん（じゅうに）→大地 

・矢作松江さん（後援会・居宅支援）→しらゆりの家 

・柿沼透さん（オレンヂホーム）→川口太陽の家（サンだいち） 

・鳥原奈奈子さん（オレンヂホーム）→アトリエ輪（きらっと） 

 

〇あおぞら班の鴨志田勇貴さんが、3月末で退所されました。 色鉛筆(^・^) 

 

 

 おひさま通信編集委員：黒田・宮本ゆ・大川・小嶋・津畑・熊木 

 

                      

～後援会からのお知らせ～ 
長年、後援会事務局として様々な業務に携わっていただいた 

矢作松江さんが、4月から、しらゆりの家に異動になりました。 

 

＜後援会30周年記念事業＞ 

記念樹の植樹式が４/18（火）に川口太陽の家駐車場スペース 

にて行われました。当日は、天候にも恵まれ、大勢の方の参加 

のもと記念樹を植樹することができました。植樹の様子は、6 

月の後援会総会にて報告したいと思います。 

 

〇後援会総会：6月7日（水） 交流センターホール 

 

 

 

通勤の話。自分は電車に一時間以上揺られ通勤していま

す。最初こそ立っていますが、しばらくすると座れるので

本を読んだり音楽を聴いたり、寝たりしています。ただ、

日によっては中々座れない日もあります。電車に乗り込ん

だ時点でこの人はそのうち降りるだろうと思いながらさ

りげなくその人の前に立ちます。しかし、当てが外れて

中々降りなかったりして周りで降りる人がいないかキョ

ロキョロしたりします。とても不自然な動きですが私にと

っては大事です（笑）。自分の前ではない人で斜め前の人

が降りると分かった時は自分も降りるふりをしながらさ

りげなく動いて、サッと何事もなかったように座ります。

毎日の何気ない通勤風景ですが笑えます。（大川） 

4 月より太陽の里から法人総務に異動と

なりました星原といいます。ご存知の方もい

れば誰？と思われる方もいると思いますが。

身体の大きな人がいるなと気軽に声をかけ

て頂けたらと思います。 

太陽の里に比べ通勤距離と時間が倍にな

り早起きが苦手な私は目覚ましをフル活用

して起きています。そして、大好きなミュー

ジカル音楽を聴きながらの通勤。実写版『美

女と野獣』見ましたか？2 回見て 2 回感動

の涙を流してしまいました。こんな私ですが

よろしくお願いします。（星原） 

今年度4月からしらゆりの家に異動になりました矢作です。私は保育園に10年ほど勤務し、その後ご

縁を頂き太陽の家と出会いました。厨房・支援員・後援会事務局・居宅支援と色々な業務に携わさせてい

ただきました。みぬまのお母さんたちには、当初から明るく優しくしていただき、力不足なところもあり

ましたが、精一杯心を込めて仕事をさせていただきました。長い年月を振り返ると、仲間たちと過ごした

日々が走馬灯のように頭の中を駆け巡ります。その時々の仲間一人ひとりの様々な顔が浮かんできて、笑

って、怒って、泣いて、また笑顔になって。たくさんの素敵な仲間たちと過ごした時間・日々は私の大切

な大切な宝物です。また、みんなの笑顔に会いたくなってきます。 

こんなにも長い間、太陽の家と一緒に歩めた自分が何だか好きになる。と、同時に支えて下さったみな

さんに感謝の気持ちでいっぱいになります。還暦過ぎての異動に正直戸惑いましたが、今は新しい場所で

の仲間たちとの出会いにワクワクしています。今までお世話になり本当にありがとうございました。そし

て、これからもどうぞよろしくお願いします。（矢作） 

 

 


